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全
国
港
湾
と
港
運
同
盟
は
、
11
月
28
日
（
月
）
10
時
25
分
か
ら
東
京
港
芝
浦
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
会
議
室
に
お
い
て
22
春
闘
中

央
港
湾
団
交
第
6
回
（
続
々
回
）
都
合
8
回
目
を
開
催
し
た
。

団
交
で
は
、
こ
れ
ま
で
労
使
政
策
委
員
会
や
事
務
折
衝
で
各
議
題
に
対
し
て
議
論
を
交
わ
し
て
22
春
闘
協
定
書
案
の
作
成
を
行

っ
て
き
た
経
過
を
ふ
ま
え
、
協
定
書
案
に
つ
い
て
妥
結
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

22
港
湾
産
別
春
闘
は
、
「
2

0
2
2
年
度
労
働
条
件
お
よ
び

産
別
協
定
の
改
定
に
関
す
る
要

求
書
」
を
2
月
16
日
に
提
出
し

要
求
主
旨
説
明
を
行
い
、
適
正

料
金
を
収
受
し
て
大
幅
賃
上
げ

を
要
請
し
、
要
求
が
実
現
で
き

な
け
れ
ば
、
実
力
行
使
も
や
む

を
得
な
い
と
表
明
し
て
い
た
。

3
月
8
日
開
催
の
第
2
回
団

交
で
は
、
「
回
答
で
き
な
い
、

個
別
縦
割
り
対
応
」
と
の
業
側

の
回
答
は
、
産
別
の
回
答
に
な

っ
て
い
な
い
と
し
て
、
行
動
の

留
保
の
用
意
が
あ
る
こ
と
を
示

唆
し
た
。
3
月
25
日
の
第
3
回

団
交
で
は
、
7
項
目
に
限
っ
た

課
題
に
つ
い
て
、
業
側
が
修
正

回
答
を
行
っ
た
も
の
の
、
評
価

に
値
す
る
も
の
は
な
く
、
行
動

の
自
由
を
留
保
す
る
と
宣
言
し

た
。
4
月
8
日
の
第
4
回
団
交

で
は
、
「
政
府
が
進
め
る
価
格

交
渉
促
進
月
間
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

に
沿
っ
て
賃
上
げ
原
資
が
確
保

で
き
る
よ
う
船
社
団
体
、
会
員

各
社
に
文
書
で
取
り
組
み
を
要

請
す
る
」
と
の
業
側
の
修
正
回

答
に
つ
い
て
、
一
定
の
評
価
は

す
る
が
、
賃
上
げ
に
反
映
す
る

に
は
時
間
が
か
か
る
こ
と
。
ま

た
、
要
求
項
目
の
す
べ
て
に
お

い
て
回
答
を
求
め
て
い
る
、
納

得
で
き
な
い
と
し
て
、
4
月
17

日
の
24
Ｈ
ス
ト
を
通
告
し
た
。

4
月
14
日
の
第
5
回
団
交
で

は
、
「
賃
上
げ
に
つ
い
て
、
来

年
度
以
降
も
関
係
団
体
へ
の
申

し
入
れ
を
行
う
」
と
業
側
は
回

答
し
、
踏
み
込
ん
だ
回
答
で
あ

り
評
価
す
る
が
、
大
幅
な
修
正

回
答
を
求
め
、
24
Ｈ
ス
ト
を
4

月
24
日
に
延
期
す
る
と
し
た
。

4
月
21
日
の
第
6
回
団
交
で

は
、
概
ね
合
意
点
が
見
通
せ
る

回
答
と
し
な
が
ら
も
、
個
別
の

賃
上
げ
交
渉
を
見
定
め
る
必
要

と
協
定
不
履
行
の
実
態
に
あ
る

Ｒ
Ｔ
Ｇ
遠
隔
操
作
作
業
の
是
正

と
関
連
職
種
の
事
前
協
議
に
つ

い
て
修
正
回
答
を
求
め
、
延
期

し
た
24
Ｈ
ス
ト
を
5
月
22
日
に

構
え
る
こ
と
を
通
告
し
、
そ
の

間
に
大
幅
賃
上
げ
を
目
指
す
各

個
別
交
渉
で
、
業
を
あ
げ
て
解

決
す
る
よ
う
要
請
し
て
、
長
期

休
憩
と
し
た
。
5
月
19
日
の
第

6
回
（
続
開
）
団
交
で
は
、
賃

上
げ
交
渉
、
下
払
い
料
金
を
検

証
す
る
、
そ
の
間
、
残
さ
れ
た

産
別
春
闘
課
題
に
つ
い
て
事
務

折
衝
な
ど
を
行
っ
て
解
決
す
る

と
し
て
、
5
月
22
日
の
24
Ｈ
ス

ト
を
延
期
し
、
再
度
長
期
休
会

の
措
置
を
と
っ
て
い
た
。

再
会
し
た
第
6
回
続
々
回
団

交
で
業
側
は
、
（
仮
）
協
定
書

案
を
読
み
上
げ
て
組
合
側
に
提

案
を
行
っ
た
。

組
合
側
は
、
休
憩
を
は
さ
ん

で
①
週
休
二
日
制
に
つ
い
て
、

そ
の
労
働
環
境
を
担
う
料
金
の

担
保
が
出
来
て
い
な
い
の
が
現

状
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
人
員
の

合
理
化
や
倒
産
に
つ
な
が
り
か

ね
な
い
。
関
連
事
業
者
の
一
部

で
実
施
に
踏
み
切
っ
て
い
る
も

の
の
同
様
の
事
情
が
生
ま
れ
て

い
る
。
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に

対
応
を
図
っ
て
ほ
し
い
。
②
指

定
事
業
体
問
題
で
は
、
21
春
闘

協
定
の
際
に
厳
し
い
や
り
取
り

の
経
過
が
あ
っ
た
。
そ
の
経
過

を
ふ
ま
え
て
年
内
に
は
解
決
を

求
め
た
い
。
展
望
が
見
え
な
け

れ
ば
、
疑
問
が
生
ま
れ
る
。
こ

の
ま
ま
で
は
協
定
倒
れ
に
な

る
。
③
5
・
9
協
定
改
定
に
つ

い
て
人
手
不
足
を
解
消
す
る
た

め
に
も
来
年
の
23
春
闘
に
お
い

て
改
定
促
進
を
図
ら
れ
た
い
。

④
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
の

ト
ラ
ッ
ク
事
業
の
標
準
運
賃
制

度
や
放
射
線
の
課
題
に
つ
い

て
、
た
だ
ち
に
始
め
て
ほ
し
い

こ
と
を
特
に
申
し
上
げ
た
い
。

等
の
主
張
と
提
起
を
行
い
、
業

側
に
問
題
解
決
に
至
っ
て
い
な

い
も
の
に
つ
い
て
年
内
か
23
春

闘
の
中
央
団
交
が
始
ま
る
前
に

解
決
で
き
る
よ
う
求
め
て
、
22

春
闘
協
定
書
案（
二
面
に
掲
載
）

に
つ
い
て
妥
結
す
る
こ
と
と
し

た
。ま

た
、
全
国
港
湾
独
自
要
求

の
「
産
別
協
定
・
フ
ェ
リ
ー
協

定
等
の
履
行
な
ど
に
係
る
諸
課

題
に
関
す
る
要
求
書
」
に
つ
い

て
も
、
確
認
書（
三
面
に
掲
載
）

を
締
結
し
た
。

全
国
港
湾
は
、
本
年
11
月
に

結
成
50
年
を
迎
え
た
。
産
別
結

成
50
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と

し
て「
港
湾
労
働
政
策
研
究
所
」

を
創
設
す
る
こ
と
を
決
定
し
て

い
た
。
昨
年
か
ら
研
究
所
創
設

の
大
会
決
定
を
ふ
ま
え
た
準
備

を
進
め
、
12
月
7
日
に
正
式
に

発
足
さ
せ
た
。
全
国
港
湾
が
本

部
を
置
く
日
港
福
会
館
で
発
足

総
会
（
幹
事
会
）
を
開
き
、
所

長
に
は
真
島
勝
重
委
員
長
、
副

所
長
に
は
全
国
港
湾
顧
問
の
糸

谷
欽
一
郎
氏
と
柏
木
公
廣
氏
が

就
任
し
た
。
事
務
局
長
に
は
前

事
務
局
次
長
の
市
川
康
太
郎
氏

（
検
定
労
連
）
が
努
め
、
各
単

組
推
薦
の
幹
事
に
就
任
し
た
。

主
任
研
究
員
に
は
津
守
貴
之
氏

（
岡
山
大
学
教
授
）
に
就
任
頂

き
、
先
生
を
中
心
に
研
究
者
の

体
制
を
整
え
て
い
く
こ
と
と
し

た
。
同
時
に
、
運
営
要
綱
や
予

算
な
ど
も
確
認
し
体
制
を
整
え

た
。研

究
所
で
は
、
今
後
、
港
湾

労
働
政
策
の
動
向
分
析
、
港
湾

の
自
動
化
な
ど
労
働
問
題
を
主

た
る
研
究
テ
ー
マ
と
し
、
来
年

8
月
頃
を
目
途
に
研
究
成
果
を

レ
ポ
ー
ト
と
し
て
公
表
す
る
こ

と
を
確
認
し
た
。

今
後
、港
湾
労
働
研
究
所
は
、

全
国
港
湾
の
付
属
機
関
と
し
て

港
湾
労
働
を
巡
る
情
勢
や
、
港

湾
運
送
・
港
湾
労
働
に
係
る
政

策
、
国
際
的
な
港
湾
の
動
き
な

ど
の
研
究
と
分
析
を
担
う
機
関

と
位
置
づ
け
て
活
動
す
る
考
え

方
で
、
研
究
所
の
主
旨
に
賛
同

す
る
学
識
経
験
者
や
全
国
港
湾

Ｏ
Ｂ
に
も
広
く
参
加
を
呼
び
か

け
て
い
く
。

研
究
所
は
、
発
足
し
た
ば
か

り
で
あ
る
が
、
知
恵
を
集
め
、

走
り
な
が
ら
充
実
さ
せ
て
い
く

方
向
で
活
動
し
て
い
く
予
定
と

な
っ
て
い
る
。

日
本
政
府
が

ア
メ
リ
カ
政
府

に
『
ト
マ
ホ
ー

ク
』
の
購
入
を

打
診
し
た
と
報

道
さ
れ
て
い

る
。
『
ト
マ
ホ

ー
ク
』
と
は
長
距
離
巡
航
ミ
サ

イ
ル
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
艦

船
や
潜
水
艦
か
ら
発
射
し
て
千

マ
イ
ル
（
約
1
6
0
0
キ
ロ
）

以
上
離
れ
た
目
標
を
正
確
に
攻

撃
で
き
る
と
い
う
。
低
高
度
を

地
形
に
沿
っ
て
航
行
す
る
た

め
、
レ
ー
ダ
ー
に
も
捕
捉
さ
れ

に
く
い
▼
こ
れ
は
も
と
も
と
ア

メ
リ
カ
が
核
兵
器
と
し
て
開
発

し
、
1
9
9
1
年
の
湾
岸
戦
争

や
、
2
0
0
3
年
の
イ
ラ
ク
戦

争
で
は
先
制
攻
撃
の
際
に
通
常

兵
器
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
シ
リ
ア
な
ど

に
も
投
入
。以
降
、2
0
0
0
発

以
上
が
実
戦
で
使
用
さ
れ
た
と

報
道
さ
れ
て
い
る
▼
日
本
は
敵

基
地
攻
撃
に
も
転
用
可
能
な
国

産
ミ
サ
イ
ル
『
12
式
地
体
艦
誘

導
弾
』
の
射
程
を
現
行
の
2
0

0
キ
ロ
か
ら
1
0
0
0
キ
ロ
に

延
ば
す
改
良
を
続
け
て
い
る
。

艦
艇
や
飛
行
機
か
ら
も
発
射
で

き
る
よ
う
に
す
る
が
、
配
備
予

定
は
2
0
2
6
年
度
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
『
ト
マ
ホ
ー

ク
』
の
購
入
が
検
討
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
だ
。
現
在
、
与

党
内
で『
ト
マ
ホ
ー
ク
』の
購
入

に
よ
る
敵
基
地
攻
撃
脳
力
に
つ

い
て
は
議
論
の
最
中
で
は
あ
る

が
、
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

能
力
保
有
が
既
成
事
実
化
し
か

ね
な
い
。
さ
ら
に
日
本
へ
の
近

隣
諸
国
の
警
戒
感
を
高
め
、
東

ア
ジ
ア
の
さ
ら
な
る
緊
張
や
軍

備
拡
大
を
引
き
起
こ
す
危
険
性

が
あ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
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労
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湾
労
働
政
策
研
究
所
」が
発
足

港
湾
労
働
政
策
や
国
際
港
湾
事
情
な
ど
研
究
、

研
究
成
果
を
毎
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に
発
表
し
産
別
運
動
に
活
か
す

港
湾
労
働
政
策
や
国
際
港
湾
事
情
な
ど
研
究
、

研
究
成
果
を
毎
年
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し
産
別
運
動
に
活
か
す

２０２２年１２月１５日 第３５７号
（毎月1回15日発行・平成7年8月18日第三種郵便物認可）

全 国 港 湾 労 働 組 合 連 合 会
〒144-0052 東京都大田区蒲田5‐10‐2

日港福会館1F
電 話：03―3733―2561
ＦＡＸ：03―3733―2627

発行人：玉田雅也
定価：30円（組合費に含む）

〈発 行 所〉


